
軍国少年の記憶と沖縄差別の認識
―沖縄戦「集団自決」訴訟におけるある証言者のライフストーリーから―

服 部 あさこ＊

１．「集団自決」訴訟と「秀幸証言」

沖縄本島から西３２kmにある慶良間諸島は，太平洋戦争末期，日本攻略

にあたって米軍が最初に攻撃・上陸した場所である。この島々はその戦闘

の経緯以上に，民間人が「集団自決」によって犠牲になったことで知られ

ている。

屋嘉比収は，これまでに沖縄戦の「集団自決」が広く議論されたことが

少なくとも３回あると述べる。その３回目は２００８年の教科書検定である。

前年の検定の過程で，「集団自決」に日本軍の強制があったとする表記が

削除されたことが問題となり，沖縄で大規模な抗議運動が起きた（屋嘉

比，２００８：１４）。この検定意見の背後には，自由主義史観を掲げる人々の

動きがあった。

検定に先立つ２００５年８月，大江健三郎と岩波書店に対して民事訴訟が起

こされた。岩波書店が発行する大江健三郎著『沖縄ノート』（１９７０年発行），

および家永三郎著『太平洋戦争』（１９８６年発行）に，慶良間諸島の座間味

島，渡嘉敷島それぞれで生じた「集団自決」が，駐留部隊の部隊長命令に

よるものとする記述があることについて，部隊長の名誉を棄損するものと

して賠償，出版の停止，および謝罪広告の掲載を求めるものであった。原
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告は座間味島の部隊長であった梅澤裕元少佐と，渡嘉敷島の部隊長であっ

た赤松嘉次元大尉の弟である（岩波書店，２０１２：２５３－２５４）。この２人を

担ぎ出した１のが，自由主義史観者のグループだったのである。

自由主義史観者の主張は，対抗意見の参照がされないままに教科書検定

の際に取り入れられ，上の検定が発表されるに至った。すなわち，このい

わゆる「集団自決」訴訟は，単に２人の元軍人の名誉回復という問題では

なく，一国の歴史観を左右する判断が求められたものであったといえる。

最高裁まで進んだこの訴訟では，いずれも原告の訴えは棄却された。す

べての判決において一貫して見いだされる判断のひとつが，「集団自決」に

おいて，部隊長が確かに命令したと判断する証拠はないものの，自決を行っ

た人々は命令があったと信じるに足りる状況があったという点である。控

訴審判決について被告弁護団が解説するように，「ある特定の隊長の直接

の自決命令ではなく総体としての日本軍の集団自決への関与，強制と誘導」

によって「集団自決」が起きたとするものであり，この判断は（隊長命令

の有無と個人の名誉という，焦点が意図的に極小化された問題ではなく）

上の教科書検定問題への回答ともなるものであった。

ところで，この一連の裁判の中で，控訴審において，「部隊長が『集団

自決』を止める命令を下した」とする証言をした原告側証人がいた。宮平

秀幸氏（以下「秀幸氏２」と略記）である。氏は座間味島での戦争経験者

としてそれまでにも複数の場で語り部活動を行ってきたが，部隊長が「集

団自決」を止めたとする証言はこの時初めて出てきた。

このいわゆる「秀幸証言」は，他の複数の証言と照らし合わせたり，当

日の時系列をもとに整理したりすると，整合性に欠ける部分が多いため，

控訴審判決においても「明らかに虚言」（岩波書店，２０１２：２６８）と断じら

れている。

「秀幸証言」が出されてから，秀幸氏の身辺ではその証言に関する批判

と反論が飛び交い，それは親戚同士，顔見知り同士の小さな集落の関係を
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分断した。確かに傍証との相違点の多い秀幸氏の証言は，歴史的事実，特

に，特定の数時間に実際に起きた事柄の事実性を争ううえでは不利なもの

である。筆者もその点において異論はない。とはいえ，それをもって秀幸

氏の語ること全体が信用に値しないということにはならない。

本稿は，秀幸氏のライフストーリーをもとに，氏が上述の証言をするに

至った記憶を再構成するものである。秀幸氏の語りは，当時の戦時体制と

沖縄への皇民化政策がいかに徹底していたかをうかがわせるものであり，

それこそが座間味や渡嘉敷を含めた「集団自決」の大きな要因であること

を浮き彫りにする。そしてその要因は，「集団自決」に軍の関与があった

とする証言と矛盾するものではなく，むしろ当時の座間味の人々の認識を

裏付けるものである。「集団自決」という悲劇に際して，ヤマト３の人間

の名誉回復のための裁判によって分断されてしまった人々を，沖縄を下位

に置く日本社会の問題という，より大きな状況に関する認識の相同性に

よってつなぎなおすことができるだろう。

２．幼少期――苦しい生活の記憶

筆者は２００９年５月，秀幸氏とそのご家族が営む座間味島の「ペンション

高月」において５時間余りにわたってインタビューを行った。聞き手はほ

かに，専修大学の鐘ヶ江晴彦教授と，専修大学大学院文学研究科修士課程

を２００８年度に中退した内山唱である。内山は，在学中に合計で６か月間に

わたってペンション高月に住みこみ，秀幸氏の仕事を手伝いながら聞き書

きを行っていて，氏との一定の信頼関係が形成されており，インタビュー

中に，過去の聞き書きの内容を参照しながら発話を促す場面などがあった。

以下のインタビューの引用における発話の冒頭の記号では，秀幸さんを

「M」，鐘ヶ江教授を「K」，筆者を「H」，内山を「S」と表記する。

秀幸氏は１９３０年１月，沖縄県島尻郡座間味村で生まれた。上に姉が１人，
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兄が２人，下に弟と妹が１人ずついる。そのほかに異母姉に，座間味島の

「集団自決」においてたびたび重要な証言として用いられる証言をしたり，

複数の手記を著したりした宮城初枝４氏がいる。

インタビューの冒頭で，家族構成を尋ねた聞き手に，秀幸氏は一緒に生

活したことのない異母姉の名前をまず挙げた。前年行われた「集団自決」

裁判控訴審において，宮城初枝氏の長女である宮城晴美氏５は，秀幸氏や

その家族との交際の経験から，秀幸氏の証言に信頼性が乏しいことを指摘

する陳述書を提出している。それに対し，秀幸氏もまた，戦後生まれの晴

美氏にはわからないことが戦中及び終戦間もない頃にはあったことなどを

指摘する陳述書を提出している。いわば晴美氏は秀幸氏と敵対する関係に

あった。その思いが，まず異母姉である初枝氏と，その娘である晴美氏の

名を出させたものと思われる。

K：三男。するとご兄弟はどういう構成になりますか？

M：兄弟はですね，異母のお姉さんが１人おります。そして，あのー，お母さん違

いのお姉さんが，あの例の，『血塗られた座間味村』とか（座間味村の「集団自決」

に関する手記を著した），宮城初枝さん。あれ，うちのいちばん上の姉です。それ

がその長女の宮城晴美っていうのがいるんですよ。うん。『母の遺したもの』書い

ているですね。（「集団自決」訴訟の控訴審における）第二回（口頭弁論）に来て

はね，全部嘘ついてひっくり返されました。

秀幸氏の祖父は，当時の座間味島の主要産業であるカツオ漁と農業，そ

れにわずかな家畜の飼育で収入を得ていた。父親は，秀幸氏が１歳になる

前に南方へ出稼ぎにわたった。１９３６年からはインドネシアのセレベス島

（現スラウェシ島）で日本人が経営するカツオ節工場に勤めるようになっ

た７。
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M：私たちが物心つく前からですね，おじいさんは，半農半漁で。そして，冬場は

芋作ったり，いろいろ農作物作ったりですね。それで家畜を養って，沖縄本島に，

出荷する。それも１，２頭ですね，一か年にね。そのぐらいの島だから。それで，

生活ときたらですね，もうー，三度，ソテツというのですね，当時は。で，米が

少し取れるようになってからは，米と言っても，大体もう，もみにして大体２斗

か３斗ぐらいしか（穫れなかった），猫の額ぐらいの田んぼだったですからね。お

父さんはですね，私が１０か月の時に，昭和の不景気でね，もろに受けまして，こ

の離島ではね。これでは子どもたちを養いきれないということで，思い切って南

方の方にですね，出ていったの。昭和１１年の頃からはですね，セレベス島の方に

わたりまして。メナードの近郊に漁港があって，本土の企業がですね，カツオ節

製造工場で入っていたらしいですよ。そこの方に勤めましてですね。うちの親父

の弟にですね，３人め（三男）の叔父さんが弱体で，それでだいぶおじいさんは

借金抱え込んでいたみたいですよ。それで親父は，その借金を払いつつ，（次男の）

叔父さんも働きながら，結局一家の生計を支えてきたわけなんですけど。それが

まあ，残念ながら戦争の中へ巻き込まれましてですね，結局は，戦後，もう，何

も持たない，着の身着のまま帰ってきたんですよ。

秀幸氏の幼少期の思い出は，とにかく貧しく８，モノがなく，甘い食べ

物がほしかったというものである。カツオ漁業が主要産業とはいえ，カツ

オが獲れるのは暖かい時期に限られた。島の大部分は山であるため田畑も

貧弱で，換金性のある産業は小規模な養蚕，養豚程度である。子どもたち

の中には，学用品や衣類を買ってもらうために，那覇などで売るための薪

を取るなどしている者もいた。

秀幸氏が小学校に上がる際も，母が着物をほどいて何とか通学用に着物

を用意してくれたが，靴はなく裸足，それどころか着物の下につける下着

もない有様であった。しかしそれは，当時の座間味村では「普通」のこと

だった。座間味島は農地の乏しい離島であり，食糧を含む生活物資は那覇
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と座間味を１日１往復する連絡船での運搬に頼るところが大きかった。仮

にお金があっても容易にモノが手に入る環境ではなく，それが貧しい幼少

時代のイメージに拍車をかけている。

K：子ども時代，特にまだ学校へ行く前くらいの，なんか思い出ってありますか？

M：ありますね，いっぱい。その頃の思い出がですね，もうー，三つ子の魂百まで

もって言うんですか？ 忘れても忘られないことがあるわけですね。まず，いち

ばん，子どもの頃に，ほしかったのはね，甘いものですね。それで人がね，この

ぐらい（子どもの手のひら程度）の，黒糖のせんべいでも持っておると，分けて

もらって，分けてくれないときはケンカしてでもね，持ってく。そういうくらい，

食べ物のことで，絶えずどこへ行っても争いがありましたね。もうみんな，そう

いうような苦しい状況だったですね。村は村で貧乏でね，みんな南方へ出稼ぎと

いうことで出ていったものだから，島に残ったのは老人と子どもだけだったんで

すよ。まあいくらかは，在郷軍人の方々が，島に残っててカツオ漁業をやって，

島の経済を潤しておりましたけどね。島にはもう，いわゆる若者ってのはほとん

どいない。子どもの頃からですね，この，苦しい生活状況の中で，育ってきたも

んですからね，見るもの聞くもの，珍しくてほしがるんです。また，履物も，ズッ

クもない，みんな裸足で歩いて。で，私たちは小学校４年，５年までは洋服もな

くて，お袋が，ほどいた久留米絣の着物とか，そういうもんで縫い返してね，学

校の着物，仕立てて。だけども下着がないから，そのまま学校へ行きよったです

よ。それがもう，普通だったんです。みんながそうなってるからね。買ってあげ

るにも金はないしね，買う所もないのよ。こういった所ではね。非常に苦しい生

活の中で。

H：宮平さんが小学生くらいの頃って，現金収入になる仕事というのは何かありま

したか？

M：現金収入は，いわゆる畜産業ですね，畜産業って言っても，現場（土地）はこ

れだけしかないからね。たくさん養いきれないけれども，まあ多い所で，１年に
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豚２頭から３頭ぐらい出荷して，その金でお米を買うなり，子どもたちの学校や

洋服類に充ててね，そいで，女の子なんかも，薪採ってね，その薪を，那覇にも

たして売ってね，自分の，着ける洋服とか学校用品買ってもらったりとか。

２．学校時代――軍国少年の形成

秀幸氏は１９３６年に小学校に入学，４２年に国民学校高等科に入学している。

秀幸氏の学校時代は，日本人，より厳密には皇国臣民になることと，兵隊

になることとを教え込まれた日々だった。１年生の国語はこの時期サクラ

読本であるが，挿絵などで見られる軍服に身を包んだ凛々しい兵隊の姿は，

秀幸氏に，自身も兵隊になるものだと，ほのかな憧れとともに覚悟をさせ

た。

また，小学校には御真影を安置した部屋（奉安室と呼ばれた）があり，

登下校時に脱帽して礼をすることが毎日の習慣であった。のちに物資不足

が著しくなり，学用品なども配給になると，１クラスに数本の鉛筆，１冊

のノートですらも，「皇后陛下のご下賜品」として拝受し，分け合ってい

たとの語りもあった。

M：私たちの時代は，まあとにかく，贅沢もできない，何もできない，けれども，

この，教育だけはちゃんと，親の勧めによって徹底的に，あの，やってきたつも

りなんだが。それで，「さあ今日から新しい本で勉強しましょうね」と言って，開

けたらさ，「サイタサイタ，サクラガサイタ」だよね。それ，国の花だよね，パッ

と咲いてパッと散るね。そいから２ページを開くとね，「ススメススメ，ヘイタイ

ススメ」でしょ。１年生の時にね，国の花を教えられ，そしてね，男の子はね，

みんな軍隊に行かなけりゃいけないっていう，その気持ちを。しかも絵にはね，

背嚢はいて鉄砲担いで，ゲートル巻いて，靴はいたね，りりしい姿のね，日本の

兵隊さんが入ってるわけよ。だからね，ああ，世界一強い，日本の兵隊さんにな
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るんだって，そういう思想が始まってるんだよ。それが日本の教育だったと思う

よ。

座間味村では，カツオ漁で財を成した家庭が子どもを本島の中等教育機

関に進ませ，その子どもたちが帰島して教師など村の指導的な立場になっ

ている（林，２０１２：１２３）。いってみれば，明治期以降の同化政策を学校を

通じて十分に内面化した教師たちが，子どもたちをより徹底して「日本人」

にする教育が長らく行われてきたことになる。それが戦時中の精神動員の

影響を受けて皇国臣民への志向を促したといえるだろう。

秀幸氏が小学生だった１９３０年代半ばには既に，朝鮮半島などの植民地と

同様に徹底した皇民化教育が行われていた。学校では方言札が用いられ，

琉球語――より厳密には慶良間方言とか，座間味方言とかいうべきであろ

うが――の使用が厳しく監視された。標準語の強制は学校にとどまらず，

各家庭にも及んでいた。秀幸氏の父は，「俺の家で方言遣ったら絶対許さ

んよ」と子どもたちに言い聞かせ，一緒に生活する父方の祖父母も片言の

標準語で話していたという。

標準語の習得に関して，秀幸氏が覚えているのは，将来軍隊で生活を送

るための準備という説明である。沖縄出身の将校が，標準語の操作が不十

分であるために進級が妨げられたという逸話を耳にしていた。将来は当然

軍隊に入ると認識していた秀幸氏にとって，教科書に則った標準語の習得

もまた当然なすべきことであった。戦前生まれの世代でも不自由なく標準

語を話せることを秀幸氏は「教育の賜物」と，どちらかと言えば誇らしい

こととして語っていた。

M：特に座間味の人間は，うちの家内なんかもそうです，僕たちも，戦後になった

らね，方言がわからないんです。生徒はみんな日本の教育を，教科書で受けてる

からね，「方言遣ったら，言葉がわからなくなる」，「おかしくなるから」って言っ
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て，標準語は義務付けて。で，方言札っていうのがあってね。赤い，こんぐらい

（Ａ５サイズ程度）の札にね，「私は方言を使いました」ってあってね，次の方言

を使っている人を見つけないと，いつになっても，何時間も何日も，持たなきゃ

いけない。そう，そこまで徹底的に教育されてるから。沖縄の人間は軍隊行って

も，非常に優秀だが，問題は，敬語がわからない。上官に対する言葉遣いがわか

らない，上官から話しても意味がわからんと。いわゆる，その，沖縄の言葉しか

わからんから。ということでね，階級上げるのも上げられない。これだけの能力

しかないということで。あの，話しは戻りますけどね，日露戦争時代のあの，漢

那（憲和）少将ですね，沖縄の人なんですよ。あの人はね，日本語は片言で，ほ

とんどは沖縄の言葉で，言葉はちょっとまずかったといったことでね，一階級下

げられたらしい，そんな噂もありましたよ，戦前から。事実だったかわかりませ

んけど。「そういうことになるから，あんたがた一所懸命，日本の国語を覚えて，

言葉を覚えて，そして，将来身を立てるためには，言葉がなけりゃいけない」と。

H：家で，家族と話すときも，方言じゃなくて標準語を使うんですか？

M：ダメです。親がね，ものすごい厳しいんですよ。「お前，俺の家で方言遣ったら

絶対許さんよ」。だから，おじいたちもね，おばあちゃんたちも，片言のね，標準

語，上手だったのみんな。で，座間味のおばあたちは標準語で話せるというのは

ね，戦時教育のね，日本語の教育の賜物なんです。

K：村民みんな，そういうふうにしていた。

M：そうです。

学校の教師たちに対する秀幸氏の印象は，とにかく厳しく何事につけて

も体罰を用いていたというものである。秀幸氏はそれを「いじめられた」

と表現する。中でも強い印象を残すのは，代用教員であった若い内間敏子

教諭である９。若い男性教諭が次々と徴兵されていく時勢で，内間教諭は

本島の高等女学校を卒業してすぐに代用教員として座間味国民学校へ赴任

した。男子生徒を竹刀で叩いて叱責する内間教諭に，秀幸氏は「女のくせ



582 専修人文論集９９号

に」と悔しい思いを抱いていた。

級長になったこともあるなど，学業品行ともに悪からぬ子どもであった

秀幸氏ですらそれだけの思いを抱くほどであるから，内間教諭への恨みは

男子たちに共通のものであったと思われる。秀幸氏が高等科２年生のある

時，内間教諭に恨みを抱く生徒数人が，復讐をたくらんだ。学校にある日

本刀を持ち出し，教諭の下宿先へ「討ち入り」を行ったのである。

この事件には，高等科１，２年生の男子の全員，およそ５０人が加担した

という。生徒たちは，参加しない者は「女好きの助平」だと挑発され，男

子としてのメンツを保つために来たのだろうと秀幸氏は推測している。

内間教諭は何とか逃げ出すことができたが，間一髪のところであった。

当然学校では大問題になったであろうが，秀幸氏は「あれがあったからこ

そ，男だったかなと，思ったりした」と一種感慨深げな面持ちで語ってい

た。軍隊に入り，国に奉仕せよという教師たちからのメッセージは，過剰

なまでに「男」であることを子どもたちに要求した。マスキュリニティの

過剰な称揚は暴力性を“男らしさ”として美化し，また反射的に女性の貶

価を促す。「お前たちはそれでも日本男児か！ 将来兵隊になるんだよ？」

という内間教諭の叱責が，「女」である当の教諭への強い恨みを醸成した

ことは，「日本男児」であれというメッセージを男子生徒たちが十分に内

面化した結果の皮肉な事態であったといえるだろう。

そのような男子生徒たちの荒れについて，秀幸氏は「恨みを晴らすため」

であれば子どもでも「敵と戦う」べしという当時の教育が強く影響してい

たと考えている。

戦時体制の教育の下で，軍人になること，他者と闘うことを当然視して

いた秀幸氏は，軍国少年と形容するに十分であるだろう。一方で，そのよ

うに徹底した皇民化教育が行われたことは，ヤマトにとって沖縄の人々が

「皇民」ではなかったことの証左でもある。いってみれば，沖縄に布かれ

た差別的な政策に基づいた教育が，秀幸氏を軍国少年に育て上げたのであ
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る。

M：自決した内間先生。内間先生にさ，学校にあった日本刀を持ち出してさ，闇討

ちに行ったんだよ，我々グループが。高等１年２年。あまりに我々，いじめられ

るもんだから。

K：ああ，なるほど。

M：「お前たちはそれでも日本男児か！ 将来兵隊になるんだよ？」って，気合入れ

るつもりでね，竹刀もってね，バチバチバチ頭からケツから叩いてさ，どんどん

されるんだ。「くそう，女のくせに」とは思うんだわ。しかし，教育がそういう教

育になってるし，先生はまた，とっても若くて，バリバリした先生で，あのー，

非常に気の燃えている先生だったからね，男の子は堕落さしちゃいかんって，気

持ちからしてね，気合入れるつもりでやったんだが，僕たちは理解できないんだ

よな。とうとう，我慢できないさ。我慢できないでね。昭和１８年，忘れもしない

よ。５月だったよ。この内間先生をね，「日本刀で首叩き落として，監獄に入るん

だったらみんな一緒に入ろうね」っていうことでね，総代してね。ものすごい大

雨降ってる晩に，「曽我兄弟の討ち入りだって」って言って。歴史にそれで習って

からさ。みんな学校からさ，鉢巻きもって，木刀もってよ，ひとりはリーダーね，

日本刀持って，押しかけて。そこは，おばあちゃん（家主）と２人だけだったか

らさ。で。夜の９時ごろにね，入り込んで，ドタバタ，どんどんみんなびしょび

しょに濡れて，入り込んでったから，あれだけの先生が，どうなってるのっつっ

たらね，隠れてるの，押し入れの中に。その腹いせで敵討ちに来たんだなってこ

とで。押し入れに隠れてるのをね，引き出してさ，ワーワー泣いてる先生を，当

時（数えで）１８歳だよ，先生は。今度はね，「家の前で殺す」って言ったら，おば

あちゃん，抱きついてかばってね，「殺すんだったら私も一緒に殺せ」ってことに

なって。こんど仏壇に，押し転ばしてよ，ある生徒が，日本刀抜刀してさ，引き

下ろしたらね，家の，仏壇の前の大きな柱に，日本刀食い込ましてしまって，ビ

チビチビチって（押したり引いたりして）抜く間にはさ，おばあちゃんら炊事場
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に駆け込んで逃げて。木戸裏から出てさ。真っ暗ですよ，雨はもう，土砂降り。

H：内間先生に敵討ちに行ったのは，男の子全員。

M：高等科１年２年は。というのはね，参加しないのはね，女好（す）きだって言っ

てね。「女好きな助平は来ないでいい」ということ言われたからね，結局，男の子

だという意地から来てさ，助平じゃないよっていうね，自分をカバーするために，

みんな参加した。

K：と，それ，総勢何名くらいだったんですか。

M：ええとねーーー，ええと，４７名，５０名くらい，みんな木刀もってさ，ハチマキ

巻いて，たすきかけてよ，「曽我兄弟の討ち入りだ！ と言ってさ」。物々しかっ

たよ。

S：大人の人たちは気づかなかったの？

M：夜だから，雨降ってるし。電灯も何もないでしょう？ しずしずこうやってやっ

てるから。考えてみるとバカみたいだって思うんだけどね，あれがあったからこ

そ，男だったかなと，思ったりしたんだがね。

３．日本軍の駐留

１９４３年，高等科２年生になり，秀幸氏は中学校への進学を望み願書を提

出した。しかし，その願書は村の教育課によって海軍航空兵の志願書へと

「すり替えられた」という。戦況が悪化して徴兵年齢が伸長された年でも

あり，体が大きく成績も優秀な生徒であった３名が，本人に知らされるこ

ともないまま入隊志願書を提出されたとのことである。

しかし，秀幸氏は実際には海軍に入隊していない。本島へ行く手段がな

かったためだという。高等科を卒業後，祖父の家業を手伝いながら入隊の

辞令が来るのを待っていた。

その年の９月，慶良間諸島に日本軍が入ってきた。陸軍第三十二軍１０指

揮下の陸軍海上挺進基地大隊（以下「基地隊」と略記）第一・第二・第三
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大隊および海上挺進戦隊第一・第二・第三戦隊（以下「挺進戦隊」と略記），

総勢３０００名ほどである。そのうち座間味島には基地隊の第一大隊およそ９００

名と挺進戦隊第一戦隊１０４名が駐留した。なお，挺進戦隊は海上で１人乗

りの特攻艇（通称�レ〔マルレ〕）での体当たり攻撃を行うために訓練され

た部隊であり，全員が中等教育を受けたのちに志願して入隊した下士官で

ある。大部分は未成年であった。この挺進戦隊を率いたのが，のちに「集

団自決訴訟」の原告の１人となる梅澤裕大尉である。

挺進戦隊は国民学校を宿舎として接収し，基地隊は当初テントを設営し

ていたが，台風でテントが飛ばされたことを機に，村内の民家に分宿した。

民家１軒に対して士官以上は４～５名，下士官以下は１５名ほどが詰め込ま

れる状態であったが，徹底した皇民化教育と戦時体制により，日本軍を自

分たちを守る「無敵皇軍」と信じていた村民は進んで住居を提供した（大

田，１９７７：３０）。

年明けの１月１日付で，秀幸氏は村の防衛隊１１に組織され，そこで応召

の形で軍籍に入った。また１月の半ばには戦隊本部付の伝令員に任命され

たと語る。

伝令員になることは名誉なことであるのかという聞き手の問いに対して，

秀幸氏は「いやだった」と答えている。しかし後に挙げるように，秀幸氏

は戦中も戦後も，挺進戦隊に対して非常に良い印象をもっており，また自

らが軍人となることを信じて疑わなかった少年期をかんがみると，本人に

とっては晴れがましいことであったのではないかと推測される。

M：だからね，ほんとの軍籍っていうものはね，入ったのですはね昭和２０年のね，１

月の半ばからですよ。昭和１９年の，９月１０日にね，あの，基地隊が入ってきたも

のだから。球第一六七八八部隊。小沢少佐の率いる部隊の，基地隊が入ってきて。

それで，昭和２０年のですね，あのー，１月１日でね，梅澤隊の方が引き継いでお

ります。
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K：で，ええと，４月から９月までは，要するにその，部隊が来るまでは，宮平さ

んは，どんなことしてたんですか？

M：おそらく，軍からね，入隊連絡が来るだろうということで，ずっと待機してお

りました。家に待機しておりなさい，どこまでどうするか，という命令がありま

したからね。ずっと待機しておったよね。おじいの手伝いしてね，魚とったりね，

畑の手伝いしたり。

K：じゃあ９月に，実際には入隊するわけね？

M：いや，入隊はまだです。基地大隊が，海上特攻隊の基地をね，構築に来たんで

すわ。その時はただ，全然，あれ（軍籍の管轄１２）が違いますから。で，私はね，

開けて２０年の，１月の１日付で，座間味の防衛隊の中の方に組み込まれてきたん

ですが，その中で，１月の半ばからはですね，軍の特別伝令員としての任務を受

けておるです。

K：伝令っていうのは，

M：部隊から部隊の連絡。配下の各部隊の。僕はね，茶封筒に封印されたものを持っ

てって届けるだけですからね。中身がね，どうなってるかはわからない。

K：なるほど。直接所属していたのはどこになりますか，宮平さんは。

M：第一（挺進）戦隊です。梅澤さんのところのね，配下なんですよ。

K：伝令員に選ばれるというのは，かなり名誉なことなんですか？

M：もう，いやだったんですよ。だって，洋服の１枚の配給もないしね，ゲートル

もないしね，履物もないし，帽子もない。我々は，集めてきた空き缶みたいに使

われて，ハハハハ，何も与えられない。ただ，もらうのは乾パンくらいだよ。……

助役に部隊から，お願いあったんじゃないですか，「伝令員を出してくれ」と。そ

れ，真っ先に，いちばん先に伝令に出たのが僕なんですよ。僕はね，第１回の給

料受けてるんですよ。おじいちゃんがね，印鑑押してもらってるんだよ。金額は

わからんけど，おじいちゃんが「もらったよ」って。そのあとの人たちはないん

ですよ。２月から始まって，３月にはもう上陸だからね，お金なんか出てない。
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４．憧憬の対象としての日本軍

１９４４年８月ごろから，軍中央の主導により軍隊内の広報やマスメディア

を通じて，米兵が民間人に残虐行為を加えることが喧伝されるようになる。

それは誇大な内容であったが，１９３０年代から続いた言論統制のもとで人々

は他の情報に接する機会もなく，また疑問を口にすることすら危険なほど

の監視社会であったために，「鬼畜米英」への恐怖を募らせるものとなっ

た。

離島で，物資も情報もヤマトから離れた沖縄本島から入るのみの状態で

あった座間味村では，民間利用の連絡船が沈没した４４年１０月以降は新聞も

なく，戦況に関するものでもそうでなくても，入ってくる情報は駐留部隊

が役場を通じて流すものに限られた。

林博史は，南洋や沖縄本島を含めた「集団自決」の起きた地の状況を比

較して，座間味島の特徴を以下の三点にまとめている。第一に，駐留部隊

の主力が特攻隊員で，全員が死ぬという意識をもっていたこと。第二に，

小さな集落に多数の部隊が駐留し，孤立状態の中で群が絶対の存在となっ

ていたこと。第三に，特攻隊の基地であったことで，機密保持のために住

民が徹底して監視されていたことである（林，２０１２：１２２）。

とはいえ，島民と軍人の関係は「監視」「絶対」という言葉から想起さ

れる厳しさ，息苦しさとは裏腹に，和やかで親しいものであったようだ。

宮城初枝氏の手記にも，基地隊の兵卒が乏しい食事で重労働に従事してい

る姿を見て同情したことや，軍作業に協力することを「私たちも兵隊さん

と同じように祖国にご奉仕できるんだ」と喜んだことなどが綴られている

（宮城：２０００：１６－１７）。各家庭に将兵が寝泊まりし，軍民合同の演芸会や

運動会でつかの間のごちそうと笑いを共にし，座間味島の人々にとって軍

隊は家族のような存在であった１３。



588 専修人文論集９９号

なかでも挺進戦隊の下士官たちは，住民に対しても礼儀正しく接してお

り，秀幸氏も彼らに接しながら，彼らが特攻によって命を失うことの惜し

さを感じ，国家への疑問を感じたという。

M：それで，いちばんもったいなかったと思うのはですね，あの，海上特攻隊のね，

若いもんたち。紅顔の美少年ばっかり集まってきて，その人たちがね，ほんとに

このベニヤのボートに乗せてね，爆雷をもって，敵艦に突っ込ますのかなあと思っ

たら，ほんとにね，戦いながらも私たち，半信半疑だったですよ。戦争で，陸で

も海でも死んでいくのにね，将来日本を背負って立つね，この大事な，学問をやっ

てる人たちがね，いなくなると日本はどうなるんだろうかとか。そういうことつ

くづくと思いましたよ，上陸前にね。日本の国は，本当に何を考えているかなあ，

軍隊は何を考えているかなあと，そう，思うところもありましたよ。あんまりね，

言葉遣いも丁寧だしさ，服装ももう，りゅうとしているしね，あいさつも上手だ

し。そして島の人たちはね，年寄りが困っているのを見ると，みんな手伝って助

けてくれるから，山へ上がるとこの坂道，段々畑へなんでもね，重いもん持って

る年寄り見ると，「ようおばあちゃん，おじいちゃん，私たちが担いであげますよ」

とか，そういうことやってくれてね。非常に助かったのよ。だから，こういう若

い子たちがね，この，戦争のために，殺すっていうことは，死なすっていうこと

は，これはとんでもないもう，気が気でない，もう，ほんとにもったいない限り

でしたよ。特にその年ごろの息子を持ってる地元のね，お父さんお母さんなんか

はね，「ああもったいないねえ，うちの息子らも，もうこんなになるのかねえ」っ

て。みんなそれは言って。

基地隊及び挺進戦隊を指揮する第三十二軍は中国大陸から移動してきた

部隊が大半を占める。生活を共にする中で，兵士たちから日本軍が中国で

行った残虐行為を耳にした人もいた。それは島の人々にとって一種，なじ

みのある内容であった。
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座間味島では１９４１年に，在郷軍人会が中心となって忠魂碑が建立された。

戦争により殉死した軍人を祀る記念碑である。座間味島には護国神社がな

かったこともあり，この忠魂碑は国家に関連する行事の舞台となった。真

珠湾攻撃を記念して毎月８日は大詔奉戴日となり，島民は忠魂碑前で村長，

学校長といった島の指導者や在郷軍人から講話を聴いた。その中には，米

軍につかまった場合にどれほどの虐待があるか，故に捕らえられる前に「玉

砕」すべきであるというものであった。在郷軍人にも，中国戦線に参加し

た人がいた。

軍中央が主導した「鬼畜米英」キャンペーンと，中国戦線を経験した兵

士らによる軍隊の残虐行為の逸話によって民間人は米軍への恐怖を植え付

けられた。「無敵皇軍」と信じられている日本軍ですらそのような行為を

するのであれば，「鬼畜米英」であれば想像を絶する虐待を行うだろうと

考えたのである。「集団自決」ではしばしば，家長の男性が親族の女性と

子どもを手にかけているが，レイプされたり惨たらしい手段で殺されたり

するよりは自らの手で死なせる方がましだと覚悟をさせたことが推測され

る。

秀幸氏も，兵隊の一人から中国での民間人虐殺の話を聞いている。しか

し，彼はその話を一般的なことがらとしては信じなかったという。なぜな

らば，日本人は「一等国民」であり，その軍人が「あんな野蛮なことをす

るということはない」と思ったからである。秀幸氏に話して聞かせたのは

「たちの悪い」「万年二等兵」であり，ごく一部の誇張された話だととらえ

ていたものと思われる。そのような軍人の神聖視の一部には，交流のあっ

た挺進戦隊の振る舞いが，秀幸氏の抱く憧れの軍人像とマッチしていたこ

とがあるだろう。

H：部落の中に，兵隊さんたちが分宿していましたよね。そういう兵隊さんたちと，

おしゃべりをする機会がありますよね。兵隊さんたちで，よその国に行って，何
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らかの戦闘に参加した人たちっていうのもいましたね。そういう話は聞きました

か？

M：それは，チャンコロ，っていうのは中国のね，チャンコロを，隊長の命令で，

上官の命令で刺し殺したとか，刃向かってくる人はね，それを刺殺したとか。鉄

砲で殺したとか。そういうことはね，それは，正当防衛だからね，僕たちも認め

たんだが。もうひとつね，不可解なのがさ，あっちこっち戦いが終わってさ，演

芸会っていうのがあるんだよ。軍隊のね，慰問会。きれいな女の子，きれいな服

装させて，歌うたわせたり，踊らせたりするの。その中にさ，この，日本軍に抵

抗してさ，たちの悪い中国人に対して，そのまま殺さないんだよ。「娘を連れて来

い」って。どうするんだって，「絶対娘は渡さん」っていうんだが，「あんた，娘

を渡さんと殺すぞ」って言ってね。脅迫されると，しょうがないから，娘を軍隊

の中つれてきて，ステージの上に立たせて。「裸になりなさい」って言って，親も

子も人間だから恥はあるんだよね。しかしながら，それ，親父は全部強制的に着

物取ってやって，それで女の子も全部真っ裸にして，そこで，セックスの実演さ

せるんだよ，日本の軍隊はね。それで，日本の軍隊は，これが国際的にばれると

大変だから，すぐ軍刀でバサッと，親子して重なってるところ，殺して。そうし

たっていう，そういう話は聞いたよ。

K：来てる兵隊から？

M：うん。それでもね，全部じゃなくて，何名かだよ。この人たちはね，階級何だっ

たかというとね，万年二等兵だったんだよ。一つ星の。たちの悪い兵隊たち。だ

からこれの言ってることはね，ほんとかウソかわからんわけよ。だいぶ年いって

る人たちだから。作り話か何かわからんね。まさか，一等国民という，日本の軍

隊が，あんな野蛮なことをするということはないと思うよ。

５．生きることを命じられて

１月中旬，特攻艇の基地を作る任務を終えた基地大隊は，勤務隊１９０名
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と整備中隊６０名を挺進戦隊の指揮下に残して解体され，大部分にあたる６５０

名が沖縄本島に異動する。その後３月中旬までに兵士１００名弱と朝鮮人軍

夫３００名ほどが座間味島に入り，挺進戦隊の下士官たちは宿舎を彼らに譲っ

て民家に分宿することになった。

３月２３日，慶良間諸島への空襲が始まった。２５日には艦砲射撃も始まっ

た。２日間絶えず撃ち込まれた艦砲射撃の猛威を宮城晴美は「一坪当たり

二十一発」と計算し，「鶏を割くに牛刀を用いるに等しいすさまじさ」と

形容する（宮城，２０００：２１０－２１１）。この２５日から２６日にかけて，座間味

部落ではいくつかの壕で「集団自決」が生じた。

複数の証言から，「集団自決」を行った住民たちは，それが梅澤部隊長

の命令によるものだと認識している。ただ，当日梅澤部隊長と直接会った

り，命令の有無を確認したりした人のうち生存者は宮城初枝氏ただ１人と

されていて，その記憶も隊長命令が確かにあったとは断言できないもので

ある（栗原，２００９：４９）。とはいえ，「集団自決」訴訟においての大阪高等

裁判所の判決文にあるように，人々に死を選ばせたのは「軍官民共生共死

の一体化」という状況における「総体としての日本軍の強制ないし命令」

（岩波書店，２０１２：２６６）であって，人々が命令だと信じたという事実にこ

そ戦争と軍隊の罪深さがある。

宮平氏が「集団自決」訴訟で一時期注目されたのは，この２５日の深夜，

「自決」のための武器弾薬を求めて村の指導者らが梅澤隊長のいる本部壕

を訪れた際に，その場に居合わせ，隊長が「自決」を止めたという証言を

したことにある。

M：私はね，戦争当時，明日，いよいよ米軍が上陸するっていうときにね，本部の

壕までようやく逃げ込んで，まさにそこは，村長ね，助役，収入役，ま，村長は

ちょっと遅れて後から来たんですけど，話ししてるところね，僕は全て，もう，

毛布の後ろから聞いたんです。その距離が大体，部隊長と２メートルぐらいの距
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離だったんです。火炎放射よけるためにね，濡らした毛布をね，全部，高木から

全部つりさげて，ね？ で，爆風も入らないようにして。その向こうに隠れて，

全部一部始終聞いたの。だけども，隊長はね，「死んではいけない，殺してはいけ

ない。みんな，生きられるまで生きなさい，山の勝手も知ってるし，壕も掘って

るし，食糧もって山に避難しなさい」と。「１人でも命を大事にして生き延びなさ

い。死んでは国のためになりませんよ。捕虜になっても，命あっての自分だから，

生きられるまで生きなさい。絶対あんたがた自決させるのに，武器弾薬の提供さ

せません，渡してもいけません，早く行って解散させなさい」って，言ってるの，

部隊長が。

秀幸氏は本部壕での一連の会話を聞いたのち，偶然落ち合った家族を連

れて整備中隊のいる壕へ向かった。隊長が自決を制止したことは家族に伝

えていたが，それでも，自分たちが死ぬべき状況にあるという認識は消え

なかった。整備中隊の壕へたどり着くと母は，自宅に分宿していた顔見知

りの軍人たちの姿を認め，当時２３歳であった長女を殺してほしいと懇願し

た。しかし，軍人たちは家族を強く諫め，逃げ切って生きるためにと食糧

を提供してくれた。

H：お母様や妹さんたちは，やはり死ぬのが当たり前だと思っている状態だったで

すか。

M：そうです。整備中隊の壕に行ったときにね，お袋が，千代姉さん（長姉）がそ

の時二十幾つにしかならん時ですから，「アメリカ軍に捕まえられて，辱めを受け

たら困るから，もう，ぜひとも殺してください」って言って。実際は姉さんをね，

お袋は殺させるつもりで行ったんだ，僕たちも。もうこれで死んでもいいと。そ

の兵隊たちは，僕たちのうちでね，一緒に民宿していた兵隊さんたちだったから。

して言ったらさんざん怒られてね，「軍は何の自決命令も出していないのに，何で

ここに死にに来るんだ。死んではいけない」と。「命は大事にしないと，死んでは
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国のためにならんから。まだ連合艦隊も動いていないし，逆上陸して来たら救わ

れるチャンスもあるから，望みを捨てないで生きなさい」と強く叱咤されまして

ね。それでじゃあ，僕たちは死んではいかんと。「だけども，食糧がないんです」

と僕は言ったわけ。そしたらね，「食糧は軍から分けてあげるから，こっち来なさ

い，持てるんだったら」ということでね，こんな大きい，長い袋３つに，玄米いっ

ぱい詰めてくれてさ。おそらくお互いの靴下じゃなかったかと思うんだ，きれい

に一杯，それから金平糖１袋，乾パン１袋，カツオ節１本。そしてね，「これだけ

あれば，１日１食食べればみな死なんから。１か月は持ちこたえることができる

はずだからな，さあ，これだけもって，早く避難しなさい，逃げなさい，もう，

ここは夜が明けたら一戦場になるからね，巻き添え食うから」っつってね。

その後家族の壕へ向かう前に，あまりに激しい艦砲射撃に進退窮まり，

近くの挺進戦隊第二中隊の壕へ逃げ込んだ。本来民間人が入ることが許さ

れない壕であるが，やはり顔見知りの士官たちに，幼い弟妹だけでもかく

まってほしいと告げると中に入れてもらえ，食糧も提供されたという。

挺進戦隊の士官たちは，伝令としてよく顔を見る秀幸氏を「あんちゃん」

と愛称して日ごろから会話があったといい，見知った間柄であったことや，

特に挺進隊第二中隊に関しては，このあと拳銃と軍刀程度の乏しい武器で

米軍への斬り込み――生きて帰る見込みのない攻撃――を予定していた状

態で，物資食糧を残しても無意味であったことなどが，こういった日本兵

の親切な態度につながっていたことが推測される。いずれにしても秀幸氏

にとって，日本兵は民間人に自死を要求することなどなく，むしろ，少し

でも生の可能性にすがるように指示していたと認識されている。

秀幸氏は家族の壕に家族を残し，戦闘に参加すべく再び本部壕に向かい，

そこで戦闘に参加する中で迫撃砲の破片が当たって負傷した。日本軍の衛

生兵の応急処置を受け，戦闘行為を離脱して家族の壕に向かって這って進

む中で，米兵に発見されて保護された。３月２６早朝のことで，彼が座間味
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島における捕虜１号だと言われる。

６．「国家のこと」を思う精神

秀幸氏は米兵が接収した座間味村役場で治療を受け，そこで同様に保護

された家族と合流している。そののち，体内に残った砲弾の破片を摘出す

るために海軍病院船に移送され，手術を受けて数日の療養生活を送った。

秀幸氏は，手当や治療を受けたこと，人間らしい生活を提供されたこと

に関して「個人としては」米軍に感謝していたが，「敵愾心」もまたあっ

た。戦闘終了後，食糧の提供と引き換えの軍作業を行っている際にも，米

兵に一矢報いたい思いが常にあったのだという。

M：でも，あれですよ，米軍の捕虜になったって，弾にはね，この山積みした弾薬

の中には，そっと火をつけて爆発させてね，アメリカに大損害与えようとか，そ

ういう野心をもってたよ。そういう訓練されてきてるから。で，相手が１人だっ

たらね，殺すんだよ僕たちだって，包丁持ったりカマで。彼らは決して，単独行

動してないから。集団で，索敵するときとか，全部鉄砲担いで回るからさ，チャ

ンスがないさ。スキがないのよ，殺したくても。

K：米軍に手当てされて，病院船でいろいろと治療なんかされたりしても，やっぱ

り米軍には，やってやろうっていう気持ちがあった。

M：そう。非常にありがたく思いました。私個人としては。しかし，国家のこと思

うとね，敵愾心っていうのはあるんだよね。

秀幸氏は，座間味部落の人々に死を選ばせたものは「教育」だと繰り返

し語った。天皇を崇拝し，国家のために命を捧げることを「本望」と信じ

させる教育こそが，米軍が民間人を虐待するという流言を信じさせ，捕ら

えられる前に自死することを「日本人らしい」ことだと認識させたのだと
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いう。この認識は「集団自決」訴訟の被告側の認識や高裁判決とも矛盾す

るものではない。

秀幸氏自身も，その「教育」によって，軍隊に入ることにあこがれを抱

き，伝令役として軍人たちと顔見知りになったことに自負を抱いていた。

秀幸氏の記憶の中の日本兵はあくまでも，品があり礼儀正しい挺進隊の下

士官たちや梅澤部隊長であり，生き延びろと指示して食糧を分けてくれた

姿であった。むしろ，米兵に捕らえられる前に死ぬことを指示したのは村

の指導者層であり，そのことが隠蔽されて軍の責任が追及されるのは沖縄

による日本軍に対する「逆恨み」だと認識されている。

M：戦争で死ぬのは，男子の本望，軍人の本望だけれども，しかしながら，なんで

そこまでね，教育されておったのかと，思うのね。一体全体日本のね，軍隊とい

うのは何を教えていたのかと。外人は捕虜になっても名誉なのにね，死ぬってい

うこともないのに。日本人っていうのはね，生きて虜囚の辱めを受けず。男は手

足を縛られて寝かされて戦車でひき殺すとか，ああいう，女は股裂きして殺すと

か，その言葉，沖縄人自ら作った言葉だよ。護国神社の，当時の神官がね，座間

味の忠魂碑の前で，毎月，大詔奉戴日にね，講演するのを聞いた時にね，中央か

らの言いつけだなと思った。軍隊が入ってこない前からよ。「敵の捕虜になる前に，

カマでもいいから，首を掻き切って死になさい」と。「アメリカ軍に捕まる前に自

分たちで死になさいよ，日本人らしく」。それを教えたのは，役場の三役であるし，

当時の，神官だよ。その人たちの言った言葉が，部落の人たちの脳裏に，ひりつ

いてね，そいでそういう先入観もっていたから，自分たちで，自決，死んでいっ

たんだよ。日本軍は，日本国土を守るために来たんだから。琉球列島を占領しに

来たんじゃないから。ちゃんと沖縄県は廃藩置県後，天皇制の，配下に入って，

そして，日本国になってるんだからさ。明治の時代からさ，大正の時代，昭和の

時代までね，万世一系の天皇，神様のように，現人神として崇めてきたんだから。

そういうような教育の下でね，みんな育て上げられてきたからさ。戦争終わった
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からと言ってね，日本の軍隊を逆恨みしてさ，ないことまであったようにね，書

き散らすというの，それは，私は大きな間違いだと思う。

７．小括

――「皇国臣民」としての軍人へのあこがれが生んだ証言

秀幸氏は同化政策の下で「日本人」になろうとする沖縄文化の中に生を

享けた。戦時体制の下で「日本人」の男性であることはすなわち日本軍の

軍人となることである。沖縄を覆った徹底した皇民化教育を受け，軍人に

なることを当然視していた秀幸氏は，まごうことなき軍国少年であった。

秀幸氏は，座間味島の民間人に「集団自決」を強いたものは「教育」で

あると語っている。もともと情報の乏しい離島である座間味において，島

の学校教員は，校長が大詔奉戴日に講和をするなど指導的な立場にあった。

ゆえに秀幸氏の言う「教育」は学校教育にとどまらず，島の有力者の言説

に相当するだろう。そして，明治以降に日本に組み入れられた沖縄は，ヤ

マトにとっては「日本」ではない，“日本人化”をさせなければならない

地であり，島の指導者はその意を過剰なまでに汲んでいた。すなわち，秀

幸氏を軍国少年に仕立て上げたのは，ほかならぬ沖縄差別であった。

物心ついた１９３０年代後半には既に皇民化政策に巻き込まれていた秀幸氏

にとって，いずれ自分がその一員となる日本軍は神聖な存在であり，座間

味に駐留する挺進戦隊の下士官たちの礼儀正しいふるまいに対するあこが

れもその認識を強化した。

ごく自然な選択肢として軍人となることを志し，誇りをもって挺進戦隊

と戦場を共にした秀幸氏にとって，挺進戦隊に対する負の評価は許容しが

たいものだった。氏自身が「事実」と信じる証言を行ったのは，そのよう

な背景によるものだったと考えられる。

秀幸氏の発言を，自決命令の有無という短い切り取られた時間について

の歴史の証言ではなく，人生の物語全体として聞いた場合，「集団自決」に
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関する他の証言と同様，「日本」として扱われなかった沖縄の，中でも外

界から途絶された離島という状況によって人々が「自決」に至ったと認識

していることが理解できる。秀幸氏も原告２人と同様に，自由主義史観者

によって担ぎ出された証人であったといえるだろう。
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―――，２００８「座間味島の『集団自決』ジェンダーの視点から（試論）」屋嘉比収編『沖

縄・問いを立てる－４ 友軍とガマ――沖縄戦の記憶』社会評論社：７５－１０６

大江健三郎・岩波書店沖縄戦裁判支援連絡会の記録 HP

（http://osaka-rekkyo.main.jp/okinawasen/html/sankoubunken1.html 2016/5/12取得）

大田昌秀，１９７７『写真記録 これが沖縄戦だ』那覇出版社

坂元ひろ子，２００８「沖縄と東アジア社会をジェンダーの視点で読む 移動，戦争，『語

ることができる・できない』記憶の問いかけ」新城郁夫編『沖縄・問いを立てる－３

攪乱する島――ジェンダー的視点』社会評論社：７５－１０６
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屋嘉比収，２００８「友軍とガマ 沖縄戦の記憶」屋嘉比収編『沖縄・問いを立てる－４

友軍とガマ――沖縄戦の記憶』社会評論社：１０－１７

―――２００８「戦後世代が沖縄戦の当事者となる試み 沖縄戦地域史研究の変遷，『集団

自決』，『強制的集団自殺』」屋嘉比収編『沖縄・問いを立てる－４ 友軍とガマ――

沖縄戦の記憶』社会評論社：１９－７４

注

１ 地裁での本人尋問において，梅澤氏が提訴時に『沖縄ノート』を読んでいなかった

こと，赤松氏が訴訟の具体的内容を知らなかったことが明らかになっている（栗

原，２００９：１９８－２１０）。当人たちの積極的な意思による提訴であったとは考えにくい。

２ 小さな集落にはよくあることであるが，座間味は親戚同士など同姓の世帯が多い。

そのため多少の違和感があるかもしれないが名で表記することとする。

３ 沖縄は琉球王国であった時代，日本との交易があった。琉球王国にとって外国にあ

たる日本はヤマト（より言語に近い表記としてはヤマトゥ）と呼ばれた。本稿中で，

いわゆる日本本土を沖縄と区別して呼ぶ必要がある際，沖縄を外地のように見なす「本

土」「内地」ではなくヤマトの語を用いる。

４ 宮城初枝氏は，「集団自決」の起こった夜，村の主要人物ら４名とともに部隊長で

ある梅澤戦隊長のいる司令部壕を訪れ，自決用の武器の提供を求めている。上４人は

「集団自決」により亡くなっており，初枝氏は「『集団自決』にあたって隊長命令があっ

たか，なかったか」を知る唯一の生き証人として多くの場で証言を求められてきた。

５ 宮城晴美氏はジャーナリストで，宮城初枝氏の手記，それについて初枝氏自身が彼

女に語ったこと，複数の文書資料や村民への聞き取りなどをもとに『母の遺したもの』

を出版している。同書は座間味島の「集団自決」を知るうえで最も情報が多くまとま

りのある資料であるといえるだろう。

６ 初枝氏はのちに生まれた妹とともに叔父夫婦のもとで養育された。そのため，宮城

初枝氏と宮平秀幸氏は異母姉弟ではあるが一緒に生活したことはない。

７ 秀幸氏の家庭では，父方の叔父が病気がちであったことで祖父が借金を抱えており，

その返済のために両親は出稼ぎに行くことを余儀なくされた。

父は年に三回仕送りをしてくれたが，小さな村落であるため，送金があった情報は債

権者にすぐ知られてしまい，ほとんど家族の手元には残らなかったという。

８ 座間味島のカツオ漁による収入は充分に豊かであり，島の経済水準は県内でも上位

だった。そのことが，島の子どもたちの教育水準が沖縄県内でも高いことにも関連し

ていると考えられる。しかしながら，秀幸氏の記憶に残っている昭和初期は，世界恐

慌の影響で島の経済も停滞していた。

９ 内間教諭は『母の遺したもの』（p．１２９－１３５）にもその名がみられる。手榴弾によっ

て「自決」した犠牲者の一人である。本島中城村出身で，兄弟もみな中等教育を受け

ているが，地上戦に巻き込まれながらも家族の中に「自決」を選んだ者はいなかった。
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「集団自決」の要因はいくつかの要素の絡み合いによるものだと考えられ，その要因

の一つに高水準の教育が挙げられるが，やはりそれのみではなく，例えば離島という

閉塞的な環境であったことや，渡嘉敷島を含む慶良間諸島で見られた軍人意識の強い

防衛隊員の存在など（林，２００９：１２３－１２７）などの要因も介在していたことを推測さ

せる。

１０ 球部隊，沖縄守備隊などと称される。１９４４年３月，カロリン諸島，マリアナ諸島へ

の米軍の攻撃に応じ，フィリピン方面及び西南諸島の防衛強化のために創設された。

沖縄戦で「日本軍」というときは，基本的にこの三十二軍を指すと考えてよいだろう。

４４年の７月に長勇が参謀長に，８月には牛島満が司令官に就任している。

１１ もとは在郷軍人会による自主組織。事実上基地隊の指揮下にあり，この時期は座間

味の１６～４５歳の民間人男性も組織された。ただし，この年秀幸氏は満１５歳で，正式に

防衛隊に組み入れられていたのかは定かではない。とはいえ，防衛隊員の出入りの管

理をするのは役場と在郷軍人会であり，形式上とはいえ海軍に志願している秀幸氏を

何らかの形で協力者とした可能性も否定できない。なお，林博史は，防衛隊について，

日本軍の正規の募集による構成員であると説明するが（林，２００９：２１３），宮城晴美氏

が参照した『沖縄方面陸軍作戦』には，防衛隊の人数は不詳となっており（宮城，２０００：

２０４）軍が防衛隊の構成員をどの程度，把握していたかは定かではない。

１２ 秀幸氏の志願書が送られたのは海軍であるが，基地隊及び挺進戦隊は陸軍。

１３ 民間人にとって兵士たちが家族のように親しかったことは，一方で，軍と運命を共

にすることを当然とする認識に住民を誘導したともいえるだろう。情報の途絶した座

間味の人々はいわば監禁状態にあり，この世には自分たちと駐留部隊しかいないよう

な認識に立たされていたとしても不思議ではない。


